
26L409 担当形態

開講学期 1

担当者 木須　裕也 単独

対象学科・
コース

生活創造学科　地域未来
創生コース

配当年次 2年次 秋学期 単位数
必修・選択

の別
選択 免許・資格要件

科目区分 専門教育科目 授業科目名 長寿社会フィールドワーク 科目コード

授業の主題
長寿社会の現場を体験し、高齢者の暮らしや支え合いのしくみを理解するとともに、共生社会のあり方を考
える。

課題等への対応
(フィードバックの方法等)

担当教員が都度、点検・指導を行う。また、お世話になった外部の方にも資料を共有し、フィード
バックをいただく。

授業の方法 事前学習→フィールドワーク→まとめ・発表（共有）を基本の流れとする。
アクティブ・ラーニングの

実施方法
学生が自ら課題を発見し、学外に出向いて調査を行う。

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目
実務の経験内容及び

科目との関連

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 演習 履修条件
教育職員免許法
施行規則に
定める

科目区分等

事前・事後学修

第1回
オリエンテーション
長寿社会フィールドワークとは
日本・長崎に置ける長寿社会について

長寿社会について調べる 第9回 長寿社会における福祉施設について調査しよう（まとめ・発表）
発表を通して改めて感じたこと・新たな疑問
などをまとめる。

回数 授業計画 事前・事後学修 回数 授業計画

過去のゼミ資料を確認し、新たに調査が必要
なものをピックアップする。

第3回 短大周辺の長寿社会について調査しよう（フィールドワーク） 調査内容をまとめておく 第11回 猫の視点から見た長寿社会（フィールドワーク①） 調査内容をまとめておく

第2回
フィールドワークの方法について。
短大周辺の長寿社会について調査しよう（事前学習）

全国と長崎の長寿社会の違いについてまとめ
る。フィールドワークに必要なものを準備

第10回 猫の視点から見た長寿社会（事前学習）

調査内容をまとめておく

第5回 短大周辺の長寿社会について調査しよう（まとめ・発表）
発表を通して改めて感じたこと・新たな疑問な
どをまとめる。

第13回 猫の視点から見た長寿社会（まとめ） 発表用資料・原稿を仕上げる

第4回 短大周辺の長寿社会について調査しよう（フィールドワーク） 発表用資料・原稿を仕上げる 第12回 猫の視点から見た長寿社会（フィールドワーク②）

発表用資料・原稿を仕上げる

第7回
長寿社会における福祉施設について調査しよう（フィールドワー
ク）

事前に施設情報を再確認し、事後には調査内容
をまとめておく

第15回 長崎における長寿社会（発表）
発表を通して改めて感じたこと・新たな疑問
などをまとめる。

第6回 長寿社会における福祉施設について調査しよう（事前学習） 施設の種類や役割をまとめる 第14回 長崎における長寿社会（まとめ）

教科書
[書名／著者
名／出版社]

なし。授業ごとに資料を紙媒体または電子ファイルで配布する。

受講生への
メッセージ

長寿社会を支える現場を体験し、気づきや疑問を持ち帰りましょう。また、そこでの学びを自分の
未来にに繋げるきっかけとしてください。

参考書
[書名／著者
名／出版社]

なし

第8回
長寿社会における福祉施設について調査しよう（フィールドワー
ク）

発表用資料・原稿を仕上げる
事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
45分／授業1回
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レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

20 10 10
活動への参加や取組が
不十分である

②
規律性

③
知識

④
技能

⑤
情報
活用
能力

⑥
課題
解決力

20 10 10
課題や解決案を示すこ
とが難しい

⑦
言語
活用
能力

20 10 10
内容が不十分で、考え
がほとんど伝わらない

⑧
コミュ
ニケー
ション
力

20 10 10
内容が不十分で、考え
がほとんど伝わらない

⑨
主体性

⑩
協働性

20 10 10
協力的な行動がほとん
ど見られない
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評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力 評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）

レポート・発表

授業やフィールドワーク
に積極的に参加し、自ら
学びを広げるしせい　が
継続して見られる

学習活動に意欲的に取
り組み、準備や振り返
りもきちんと行ってい
る

指示に従い、学習活動
に真面目に参加してい
る

活動に参加しているが、
意欲や集中力が少ない時
がある

卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（

デ
ィ

プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）

尽
心

態
度
・
志
向

フィールドワークや学
習に対して高い関心を
示し、自主的な行動・
発言ができる

関心探求力

創
造

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断

課題を捉え、自分なり
の解決の方向性を述べ
ることができる

課題は挙げられるが、解
決案が抽象的または簡単
なものにとどまる

表
現

発表やレポートにおい
て、体験に基づく深い
考察がなされ、論理的
に表現できる

表現力
論理構成力

レポート・発表
観察や体験を的確に整理
し、分かりやすく筋道立
てて表現できる

体験や考えを文章や発
表で明確に伝えること
ができる

体験内容や考えを一定
程度まとめて表現でき
る

内容はあるが、説明や記
述がややわかりにくい

他者や職員等との対話
において、配慮と積極
性を兼ね備えた関わり
ができる

傾聴力
応答力

発表
他者と円滑にやり取り
し、相手の話をよく聞き
ながら適切に応答できる

他者との対話ややり取
りに積極的に参加でき
る

必要な場面で基本的な
やり取りができる

現場で得た気づきや課
題に対して、多角的に
分析し、具体的な解決
策や提案ができる

課題解決力 レポート・発表

現場や授業で得た気づき
から課題を見つけ、現実
的かつ具体的な解決案を
提案できる

課題を明確に、根拠の
ある解決案を示すこと
ができる

協力する場面はあるが、
消極的なことも多い

合計

対話にやや消極的で、自
分から話しかけることが
少ない

実
践

行
動
・
応
用

グループ内で他者を尊
重し、役割分担や助け
合いを積極的に行える

役割遂行能力
尊重性

発表

グループ内で役割を果た
し、他者の意見を尊重し
ながら積極的に協力でき
る

協力的な態度で活動に
参加し、与えられた役
割を果たしている

必要な協力は行い、活
動を進めることができ
る


